松塾資料(24)『黄帝内経』の謎を解く（2）『素問』上古天真論篇
黄帝は仙人なのか天子なのか
定説を超えていくための作業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2016.5.7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松田博公
【この回の課題】
（1）『黄帝内経素問』は、巻頭の「上古天真論篇第一」から謎だらけである。
（2）「黄帝」とはだれで、なぜタイトルに選ばれたのか。「内経」とは何か、「外経」との関係は何か。「素問」の意味は？　古くから様々な説が唱えられているが、どれも確定していない。
（3）最大の謎は、「黄帝」とは誰で、なぜ医学書が「黄帝」の名を冠しているのかである。特に日本では、江戸時代から現代までそのことを深く考えようとはして来なかった。
（4）もし「黄帝」が何かの思想の象徴だとしたら、『黄帝内経』（通例通り『素問』『霊枢』を併せて便宜的にこう呼んでおく）の核心は、中を読まなくてもタイトルから分かることになる。
（5）「黄帝」に託された思想とは何か。今回からしばらくは、それを確定する作業である。
（6）まず、『黄帝内経』（『素問』『霊枢』）が歴史上に現れた経緯（『黄帝内経』形成小史）を常識として知っておこう。
（7）「上古天真論篇第一」に入る前に、北宋時代の「新校正注」が考えた「素問」の意味を読む。
（8）「上古天真論篇第一」の冒頭の「黄帝」は、天子（帝王）か、仙人か。この問題の中にすでに、『黄帝内経』の誤解史が刻まれている。

Ⅰ．『黄帝内経』形成小史

・［前漢末の紀元前8年ごろ］儒家の劉向（りゅうきょう）が宮廷書庫の蔵書目録『七略』を作成した。『七略』は亡失したが、『漢書』芸文志に引用され、次のように『黄帝内経』の名前が残っている。

黄帝内経十八巻、外経三十九巻、扁鵲内経九巻、外経十二巻、白氏内経三十八巻、外経三十六巻、旁篇二十五巻、右医経七家二百一十六巻

［漢代には、巻も篇も同じであった。ここに記載された「黄帝内経」は、他の医経に比べても、大部の書物ではないことが分かる。

この『漢書』芸文志には、『黄帝内経』以外にも、『黄帝四経』『黄帝銘』『黄帝君臣』『雑黄帝』『黄帝泰素』など「黄帝」を冠した書名が、二十七種もあり、それらは、陰陽家、兵家、天文、暦譜、雑占、神仙、房中家、医家など多ジャンルにまたがる。これら「黄帝書」には、共通した内容があり、それが『黄帝内経』という医書の正確を物語ると推測できる。「黄帝書」が体現している「黄老思想」と『黄帝内経』の関係については、検討され尽くしたとは言いがたい。これについては、次回以降、討論する。］

・［３世紀初の後漢末］通説で張仲景が書いたとされる『傷寒雑病論』序に、『素問』『九巻（現『霊枢』の祖本）』の名前が初めて登場する。

勤求古訓，博採衆方，撰用素問九巻、八十一難、陰陽大論、胎臚薬録，併平脈辨証，為傷寒雑病論合十六巻
（勤めて古訓を求め、博く衆方を採り，『素問』『九巻』『八十一難』『陰陽大論』『胎臚薬録』併びに『平脈辨証』を撰んで用い，『傷寒雑病論』合せて十六巻と為す。）

・［西晋の初め(270年ごろ)まで］王叔和の『脈経』は、『素問』『鍼経（『九巻』の別名）』を引用して編纂されている。

以上から、『素問』『鍼経（『九巻』）』＝『霊枢』が、後漢末から次の魏晋南北朝時代の西晋のころ、民間に流布していたことが分かる。

・通説では当時生きた皇甫謐（214〜282）が編纂したことになっている『黃帝三部鍼灸甲乙経』序に、『素問』『鍼経』を合わせたものが『七略』記載の『黄帝内経』だと書かれている。

按、七略、藝文志，黄帝内経十八巻。今有針経九巻，素問九巻，二九十八巻，即内経也
（按ずるに、『七略』、『（『漢書』）芸文志』に『黄帝内経』十八巻（とあり）。今『針経』九巻，『素問』九巻有り，二九十八巻，即ち『内経』なり）

以後、現存の『素問』と『霊枢』を合わせたものが『漢書』芸文志の『黄帝内経』だ（言い換えれば、前漢末の『黄帝内経』が、後漢になって『素問』『霊枢』に分かれ現代に至った）というのが長く定説となった。

・その後、紀元500年頃の梁（りょう）で、全元起が『黄帝素問』を編纂し、『隋書·経籍志』（656年）に記録されたのが、国家の蔵書目録に『素問』が現れた初出である。

・唐代の王冰が全元起本『黄帝素問』を再編し注釈を付けた（762年）。王冰次注本『黄帝素問』である。王冰は、本書の序文で、『甲乙経』序を踏まえて、述べている。

班固漢書芸文志曰、黄帝内経十八卷、素問即其経之九卷也，兼霊枢九卷，乃其数焉
（班固の『漢書』芸文志に曰く、『黄帝内経』十八巻と。『素問』は即ちその経の九巻なり。『霊枢』九巻を兼ねれば、即ちその数たり）

・それを北宋の林億たちが校訂し、『黄帝内経素問』と改題した（1069年）。『甲乙経』序の説を継承したからである。

　現代の研究者は、この定説を打ち破る努力をしてきた。その結果、いまでは次のような見解が一般的である。

（1）わたしたちが現在読むことのできる『素問』と『霊枢』の宇宙論や医学理論は、戦国時代の『荘子』や『管子』『呂氏春秋』、漢代中期の『淮南子』『史記』『春秋繁露』など黄老思想系と目される政治書、哲学書の宇宙論、医学理論と同じである（言葉や思想が酷似してさえいる）。［こういう視点からの『黄帝内経』研究は中国固有のもので、日本には乏しい。］
（2）1970〜80年代に馬王堆や張華山などの墓から出土した前漢時代の脈書（『陰陽十一脈灸経』『足臂十一脈灸經』など）とも近い。
（3）前漢中期の司馬遷編『史記』扁鵲倉公列伝に登場する前漢初期の斉の名医、倉公淳于意のカルテの診断、治療法とも近似している。
（4）これらを総合すると、現在の『素問』『霊枢』の医学思想が、戦国時代、前漢代にさかのぼることは疑えない。
（5）しかし、前漢時代に書物としての『素問』『霊枢』もしくは『黄帝内経』が存在したとは言えない。原『素問』、原『霊枢』の小冊子は作られていただろう。
（6）倉公が皇帝に伝えた経歴に、「黄帝・扁鵲の脈書」「上下経」「五色診」「奇咳術」「揆度」「陰陽外変」「薬論」「石神」「接陰陽禁書」など、小冊子の名前は出てくるが、『素問』『霊枢』や『黄帝内経』は出てこない。『史記』の他の記述中にもない。だから、前漢中期までには、『素問』『霊枢』『黄帝内経』は編纂されていなかったと考えてよい。
（7）『黄帝内経』の書名が初めて記録に登場するのは、前漢末、儒家の劉向がまとめた宮廷書庫の目録『七略』である。［正確に言うと、『七略』は亡くなり、後漢の『漢書』芸文志に記載が残る］。そこには、「黄帝内経十八巻、外経三十九巻、扁鵲内経九巻、外経十二巻、白氏内経三十八巻、外経三十六巻、旁篇二十五巻、右医経七家二百一十六巻」とある。
（8）この前漢末の『黄帝内経』十八巻が、現在の『素問』『霊枢』かどうかが、1000年の長きにわたって議論されてきた。今では、この説を肯定する研究者はまずいない。
（9）一番の疑問点は、芸文志記載の『黄帝内経』十八巻という巻数は、他の医書に比べて少なすぎる。漢代は、篇も巻も区別はなかった。十八篇は小冊子である。現在の『素問』『霊枢』おのおの八十一篇、計百六十二篇に匹敵しない。この主張を最初に提起したのは、24年前の余自漢等著『内経霊素考』（中国中医葯出版社、1992年。左合昌美訳『中国医学の黎明』渾敦社、1993年）である。
（10）『漢書』芸文志の『黄帝内経』は、現在の『素問』『霊枢』の一部にすぎないだろう。後漢後期の『傷寒論』や『脈経』の序文に、『素問』『霊枢（当時は『鍼経』『九巻』と呼ばれた）』の書名が現れる。『素問』『霊枢』は、前漢末に『漢書』芸文志に『黄帝内・外経』『扁鵲内・外経』ほか七家二百十六巻の医書が記録されたあと、それらを総合して後漢後期まで100～150年ぐらいの間に編纂されたようである。［吸収されなかったものは、消えてしまった。］

Ⅱ．「素問」の意味

現存の『重広補註黄帝内経素問』は、北宋代の校訂本を明代に再刊行したものだが、巻頭の注釈（新校正云）は、名辞「素問」の解説である。

按王氏不解所以名素問之義，及素問之名起於何代
（按ずるに、王氏、『素問』の義を名づける所以及び『素問』の名、何代に起こるかを解さず）

按隋書経籍志始有素問之名
（按ずるに、『隋書·経籍志』に始めて『素問（黄帝素問）』の名有り）
甲乙経序，晋皇甫謐之文，已云素問論病精辯
（『甲乙経』の序，晋・皇甫謐の文に，已に『素問』病を論じ辯精（くわ）しと云う）
王叔和西晋人，撰脈経云出素問鍼経
（王叔和西晋の人，『脈経』を撰し、『素問』、『鍼経』に出ると云う）
漢・張仲景撰傷寒雑病論集，云撰用素問。是則素問之名，著於隋志，上見於漢代也。自仲景已前，無文可見，莫得而知，拠今世所存之書，則素問之名，起漢世也
（漢・張仲景、『傷寒雑病論集』を撰し，『素問』を撰用したと云う。是れ則ち『素問』の名，『隋志（隋書·経籍志）』に著すも，上りて漢代に見るなり。仲景より已前（いぜん），見るべき文なし，得て知る莫し，今世存する所の書に拠るならば，則ち『素問』の名，漢世に起るなり）

所以名素問之義，全元起有説云：素者，本也。問者，黄帝問岐伯也。方陳性情之源，五行之本，故曰素問。元起雖有此解，義未甚明
（『素問』の義を名づける所以，全元起に説有りて云う。素は本（もと）なり。問は黄帝岐伯に問うや。方（まさ）に性情之源，五行の本を陳（の）ぶ，故に『素問』と曰う。元起に此の解有りと雖も，義未だ甚しくは明かならず）
按乾鑿度云：夫有形者，生於無形，故有太易，有太初，有太始，有太素。太易者，未見気也。太初者，気之始也。太始者，形之始也。太素者質之始也。気形質具，而痾療由是萌生。故黄帝問此太素，質之始也。素問之名義或由此
（按ずるに『乾鑿度（易緯乾鑿度）』に云う。夫れ形有る者は，形無きに生ず。故に太易有り，太初有り，太始有り，太素あり。太易なる者は，未だ気見れざるなり。太初なる者は気の始まりなり。太始なる者は形の始まりなり。太素なる者は質の始まりなり。気、形、質具（そな）わりて、痾療（ありょう）是れ由（よ）り萌生す。故に黄帝、此の太素，質の始まりを問うなり。『素問』の名の義、或は此れに由るか）

※痾（ア、やまい）やまい。こじれ長びいている病気。「宿痾」

Ⅱ．「上古天真論」「登天」「天師」〜強調される「天」との関わり

[bookmark: _GoBack]　「上古天真論篇第一」を読み始めると、「天」の語句が盛んに使われていることに気づく。そこに、『黄帝内経』の思想の核心を読み解いた先人たちがいる。しかし、臨床技術にのみ注目し、『黄帝内経』の「天」への偏愛の意味に気づかない治療家は、900年前にすでにいたようである。

民国・惲鉄樵（うんてつしょう。教師、文学者、医師。1878〜1935）
「内経全書は、みな天を言う」（『群経見智録』1922年） 

北宋・沈作喆 （1147年前後）
「内経素問は、黃帝の遺書なり。学ぶ者、其の読みに習（な）れず，以て医の一芸のみと為す。殊に天地人の理を知らず，皆、至言妙道存す」（『萬簡』）［ここは、中華民国の廖平撰「素問・霊蘭秘典論篇新解」序説では、「天地人の理、みな国を医すことを知らず」となっている］

Ⅲ．「黄帝」は天子か仙人か

　「上古天真論篇第一」は「黄帝」を紹介する次の文言から始まる。

［『素問』経文］
昔在黃帝，生而神霊，弱而能言，幼而徇齊，長而敦敏，成而登天
（昔、黃帝在り。生じて神霊，弱くして能く言い，幼くして徇齊（じゅんせい），長じて敦敏（とんびん），成りて登天す）

　これに対する島田隆司先生の解説（インターネットの島田隆司『素問講義』で読める）は、江戸期考証学の成果を分かりやすく紹介している。

　「この部分の文章というのは、『甲乙経』にも『太素経』にも無いわけです。上古天真論を『素問』の冒頭に据えた王冰が、修飾のために持ってきた文章だということになっています。
　多紀元堅という人、この人は江戸考証学派の頭領だった多紀元簡の息子ですね。主要な著書としては『素問紹識』という本を書いています。お父さんの多紀元簡が『素問』の注釈本として作った『素問識』以降に、仁和寺から『太素経』というのが発見されて、当時の研究者にとっては大事件だったんです。その仁和寺本を詳しく調べて、お父さんが書いた『素問識』では足らない、仁和寺本『太素経』との経文比較をしながらですね、楊上善の注などを詳しく調べると、もう一回『素問』について注釈を書き加えなければいけない、ということで書いたのが『素問紹識』。
　その『素問紹識』には、こう書いている。「むかし黄帝」から「成して登天」までの「以上六句は、王氏の補するところを疑う」。王冰が補入したんじゃあないかというふうに疑われる、ですね。「古経の文にあらず。何をもってこれを言うか。此の篇は全氏訓解では第九巻に在り」。何故かというと、この篇は全元起が訓解した本の中には、第九巻に在った。「かりにもし、其の本をして、果たしてこの六句を有らしめれば、則ち是れ帝の始末、退けて末巻に在り」。黄帝について業績というか、紹介を最後の第九巻に置いたのでは、失礼にあたると言うんですね。そこで「万にこの理無し。蓋し、王氏は天真論を移して、これを八十篇の上に置く」、と。第九巻に在ったのを王冰が一番最初にもってきた。「并せて添えて、其の起語を改むなり」。そこで同時にその最初の出だしの言葉を改めたんだ。「その文は、これを『史記』『大戴礼』及び『孔子家語』に取る」。この文章は『史記』の五帝本義や『大戴礼』や『孔子家語』から取って、そのときに「聡明を改めて登天に作り、冠するに昔在の二字をもってす」。そのとき、一番最初に「昔在」という文字を冠したんだ、と。「蓋し［『尚書』の］尭典の序を模倣して、承けるにすなわち、問天師曰の四字を以てす」。こんなふうに多紀元堅も考証している」
　「意味はですね。昔、黄帝という優れた天子がいて、生まれながらに神霊であった。非常に清らかな神の持っているような力を持っていた。「弱にして能く言い」、弱は生後七十日、それでもういろんなことをしゃべることができるようになった。早いですね。普通は一年半くらいにならないと、二語、三語を続けて言うことができないのが普通なのにね。それで、「幼にして徇斉」、幼は十歳未満ですね、それですでに、「徇斉」という能力があった。素早い、非常に瞬間的に判断する能力があった。「長ずるに応じて敦敏」、長ずるに応じて聡明になり、「成して登天す」、登天には、昇天という意味も有るんですが、これは天子の位についたという意味でいいでしょうね」（島田隆司『素問講義』）
　
　※『尚書』尭典の序は、次のように始まる。「昔在帝堯，聰明文思，光宅天下。將遜于位，讓于虞舜，作『堯典』。」（昔、帝堯（ぎょう）あり。聡明で文思、光は天下を宅す。将に（帝の）位を遜し、虞舜（ぐしゅん）に譲り、『堯典』を作る。）

　※「成りて登天す」を、「天子の位に登った」と解釈するのは清代から始まる。唯物論、合理主義（迷信撲滅）を標榜する中医学もそれを踏襲する。原著が南京中医学院編である石田秀実監訳『現代語訳 黄帝内経素問（上）』（東洋学術出版）もそうである。しかし、この定説には、この文を王冰が竄入（ざんにゅう）したと考えるなら、おかしな矛盾がある。王冰自身は、はっきり「白日昇天す（仙人になり白昼、天に昇った）」と言っている。

［王冰の注］
有熊国君少典之子，姓公孫。徇，疾也。敦，信也。敏，達也。習用干戈，以征不享，平定天下，殄滅（てんめつ。全滅させる）蚩尤（しゆう。炎帝神農氏の子孫）。以土德王，都軒轅之丘，故號之曰軒轅黃帝。後鋳鼎於鼎湖山，鼎成而白日升天，群臣葬衣冠於橋山，墓今猶在
（熊國の君、少典の子有り，姓は公孫。徇は疾なり。敦は信なり。敏は達なり。干戈を習い用い，以って不享（朝貢せざる諸侯）を征し，天下を平定し，蚩尤（しゆう。炎帝神農氏の子孫）を殄滅（てんめつ。全滅）す。土德を以って王となり，軒轅の丘に都す。故に之を號して軒轅黃帝と曰う。後に鼎（かなえ）を鼎湖山に鋳る。鼎成りて白日升天す。群臣、衣冠を橋山に葬る。墓は今猶（なお）在り）

王冰の注は、司馬遷『史記』五帝本紀と封禅書などの変形バージョンである。

『史記』五帝本紀（紀元前91年）
	
黃帝者，少典之子，姓公孫，名曰軒轅。生而神靈，弱而能言，幼而徇齊，長而敦敏，成而聰明
（黃帝は少典の子で，姓は公孫，名は軒轅（けんえん）という。生まれながらにして神靈であり，幼少のころからものを言うことができ，聖徳のすばやいひらめきがあった。少年時代には敦厚で（誠実で、人情に厚く）敏速であり，成人して聰明な人物になった。）平凡社  中国古典文学大系『史記』の訳

『史記』封禅書、孝武本紀

黃帝采首山銅，鑄鼎於荊山下。鼎既成，有龍垂胡髯下迎黃帝。黃帝上騎，群臣後宮從上者七十餘人，龍乃上去。餘小臣不得上，乃悉持龍髯，龍髯拔，墮，墮黃帝之弓。百姓仰望黃帝既上天，乃抱其弓與胡髯號，故後世因名其處曰鼎湖，其弓曰烏號
（黄帝は首山の銅を採掘して，鼎（かなえ）を荊山（けいざん。河南省の南の山）のふもとで鋳造しました。鼎がちょうどできあがりましたとき，あごひげを垂れた龍があらわれまして、下りてきて黃帝を迎えたのです。黃帝が（龍の背に）上ってうまのりになり，なみいる臣下と後宮の女性たち從って上る者が七十人余りになりますと，龍は上昇して去ったのでございます。とりのこされた小臣たちはよじ上れなかったわけですから，皆して龍のひげをつかまえました。龍のひげが抜け落ちて落ち，（はずみで）黃帝の弓がぽたりと落ちました。人民たちが仰ぎみたときには、黃帝はもう天に上ったあとでした。そこでやむなく弓とあごひげを抱きかかえて泣き叫ぶばかりでした。そのため後世これにちなんでそこを鼎湖（ていこ）と名づけ，其弓を烏號（おごう）と呼ぶことになりました。）平凡社  中国古典文学大系『史記』の訳

黃帝得寶鼎神策，是歲己酉朔旦冬至，得天之紀，終而復始。於是黃帝迎日推策，後率二十歲復朔旦冬至，凡二十推，三百八十年，黃帝僊登于天。
（黄帝が宝物の鼎と神聖な占いのめどきを得られたのは、ことしの己酉（つちのととり、きゆう）の日は朔旦（さくたん、ついたちの朝）が冬至にあたるので、天の紀律を得て、終わりてまた始まる時だからこそですと鬼臾區（きゆく）が言うので、黄帝は朔日を推算され、その後、おおむね二十年にして再び朔旦に冬至になった。この二十年を基準に推算すること三百八十年にして、黄帝は遷化し、仙人として天にお登りになった）

王冰の注釈は、これらを組み合わせ作り出した道教信仰がらみのものである。唐代は、老子（李耳）と皇帝一家の苗字が同じく「李」だとして皇帝が道教に帰依した。王冰その人も「啓玄子」と号した道教徒であった。

・もし王冰が、代わりに次のような『史記』の黄帝伝説を採用していたら、黄帝のイメージは、「天地の法則に従い治すべし」と指示する『素問』の内容により即していただろう。「仙人」になったとは、ぶっ飛びすぎで、王冰は、必ずしも『素問』思想の核心をつかんだ最適の解説者とは言えない。『素問』の核心の思想とは、宇宙には陰陽五行や三才、四時という天地人を貫く恒常的な法則があり、政治も生活も医療もその法則に順い、反してはならないということである。その法則を作り出した神話上の帝王として、戦国時代に陰陽家がかつぎ出したのが、黄帝である。
　以後、黄帝思想を一方の軸に、老子思想を他の軸にして儒家、法家、墨家、名家など諸思想統合の黄老思想が形成されていく。その流れの中に、『管子』『呂氏春秋』『淮南子』『春秋繁露』などの大著が生み出された。『黄帝内経』がその延長線上の医書であることは、「黄帝」の名が示している。

『史記』太史公自序
維昔黃帝，法天則地，四聖遵序，各成法度
（その昔、黄帝は天に法り地に則る。顓頊（せんぎょく）、帝（ていこく）、堯（ぎょう）、舜（しゅん）の四人の聖なる帝王がそれを嗣ぎ、おのおの法や度量衡など諸制度を作った）

『史記』暦書	
黃帝考定星暦，建立五行，起消息，正閏餘，於是有天地神祇物類之官，是謂五官。各司其序，不相亂也，民是以能有信，神是以能有明德
（黄帝は暦を制定し、陰陽五行の法則を立ててその動きを知り、閏月（うるうづき）をおいた。そこで天地の神々から万物に至るすべてを支配する官が定められ、五官と称した。五官はそれぞれ秩序に従って乱れなかった。そこで人民も信頼をもつことができ、神々も明らかな徳をもつことができた。）平凡社  中国古典文学大系『史記』の訳
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